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　当社は、加工・検査の無人化、8時間労働を基本に、社員への負担をできる限り軽減す
る思いやり経営を行っています。安心と信頼、親切・丁寧・確実をモットーに常に努力を
続けています。無人運転による24時間稼働体制による低コスト化、自社製刃具による加工、
熟練工による徹底した品質管理で他社との差別化が実現できています。

株式会社フジタイト
〒776－0001
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この人に聞きました
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インタビュー

●株式会社フジタイト　代表取締役　藤岡　敏孝
●ホームページ／http://www.fujitaito.co.jp/　●設立年月日／昭和55年5月
●資本金／1,000万円　●業種／製造業　●従業員数／28名

自動駐車超音波センサーケースの増産・検査体制の構築

１．取組の経緯
　当社は、「自動駐車」用超音波センサーを格納するケー
スを製作し、自動車メーカーから高い評価を得ている。
今後「自動運転走行」の実用化に向けて需要増加が見込
めるが、生産が追い付かず機会損失の発生が危ぶまれる。
生産能力の増強を目的として平成28年度補助事業によ
り「CNC旋盤」3台、平成29年度補助事業で「自動
検査装置」を導入した。「CNC旋盤」を導入したことに
より、月産の生産量が24万個から35万個まで増強で
きた。「自動検査装置」は検査工程の24時間無人稼働
が実現し、1個当たりの検査時間が1秒以上短縮、検査
コストも半分以下になった。

２．実施内容
　導入効果はコストだけでなく、人的負担の軽減と
ヒューマンエラーによる不良品の流出防止に大きな効果
が得られた。センサーケースの需要増の傾向は今後も期
待できるため、引き続き設備を拡充させていく計画であ
るが、技術革新の動向に注視し、投資の最適化を図る。

　センサーケースは無人運転や自動ブレーキなどの安全システムに
欠かせないパーツであり、需要は益々増加していくと思われます。
補助金で先進的なパーツ増産に欠かせない設備を導入でき感謝して
います。今後とも「精度」「価格」「納期」を第一に製品作りに取り
組み社会貢献に寄与していきます。
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